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ごあいさつ
宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆さまにまちづくりに

関する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めております。そのひとつとして、決算の概

要をわかりやすく説明した「宮若市マネーブック～わかりやすい決算書～」を作成しており、こ

のたび、令和３年度分の決算内容をまとめたマネーブックが完成しました。

令和３年度一般会計においては、新型コロナウイルス感染症対策として実施した各種事業や、

光陵小学校並びに農業観光振興センターの整備工事等の実施に伴い昨年度より決算額は増加し

ましたが、地方交付税や交付金の増収及び市債の活用などにより黒字決算となりました。

令和３年度に実施した主な事業としては、新型コロナウイルス感染症対策としてワクチン接種

を５月から順次実施しました。集団接種にあたってはトヨタ自動車九州株式会社と連携し、大き

な混乱もなくスムーズにワクチン接種を行うことができました。この他、長期にわたる移動の自

粛等によって影響を受けた宿泊・交通事業者への支援やプレミアム付き地域振興券の発行など、

地域経済の振興への取組や新型コロナウイルス感染症の影響により生活が困窮している方への

相談受付・支援などの取組を実施しました。

また、宮田東小学校と宮田小学校を再編する光陵小学校の整備が昨年度完了し、４月に開校

いたしました。同敷地には給食センター、子育て支援センター、学童保育所が併設され、地域

の子育て・教育の拠点施設とします。この他、宮若市農業観光振興センター「みやわかの郷」

や宮若市文化財収蔵・展示・交流センター「宮若トレッジ」の整備工事も完了しました。特産

物や観光・文化の発信の場として、宮若市の魅力を市内外に向けて広く発信していきます。

宮若市は市制施行１７年目を迎え、「第２次宮若市総合計画前期基本計画」の最終年度として

総仕上げをしていくとともに、令和５年度から５年間を計画期間とする「後期基本計画」の策定

を進めております。誰一人取り残さない、市民目線・市民主体の観点の下、これまでに築いた都

市基盤や生活基盤を礎に、宮若市の魅力を最大限に活かし、発展させ、さらに創造を重ねながら、

このまちに住む皆さんが「住んでよかった」「これからも住み続けたい」と感じ、誇りを持てる

ような輝くふるさとづくりに向けてさらに邁進してまいりますので、今後とも皆さまのご理解と

ご協力を宜しくお願い申し上げます。

令和４年９月
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はじめに

 
宮若市では、市民の皆さんと協働でまちづくりを行うため、市の情報を積極的に
公開しており、その１つの方法として、予算書と決算書の概要版を作成し、市民の
皆さんに配布しています。
このマネーブックは「第２次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に基づいて
構成しています。基本方針ごとに、どのような事業を行い、どれくらいのお金を使っ
たのかをできるだけわかりやすく紹介しています。
なお、個々の事業の内容については、直接担当課までお問い合わせください。

　宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く ふるさと宮若」を将来像としてま
ちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めています。

ま ち づ く り の 基 本 方 針

ひと・みどり・産業が輝く
ふるさと宮若

将来像

自然環境

生活基盤
・

都市基盤
産業

保健
・

福祉

教育
・

文化

市民協働
・

コミュニティ
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自主財源
 ３３．７%

依存財源
 ６６．３%

令和３年度　宮若市一般会計決算
歳入　２２６億２，０８１万円 　　　　　　　
歳出　２１２億１，２３６万円
差引　  １４億   ８４５万円

市税
　５１億６，４９６万円
　（２２．８％）

分担金・負担金
　５，１８０万円
　 （０．２％）

使用料・手数料
　３億５，０５９万円
　（１．６％）

繰越金
　１１億２，９０８万円
　（５．０％）

その他
　９億３，３７１万円
　（４．１％）

地方交付税
　３６億７，３４２万円
　（１６．２％）

県支出金
　１２億９，２５７万円
　（５．７％）　

国庫支出金
　５２億８，０２３万円
　 （２３．４％）

各種交付金
　１２億５，１３４万円
　（５．５％）

市債
　３４億９，３１１万円
　（１５．５％）

自主財源 　３３．７％（前年度比 −１．６％）
　市が自主的に収入できるお金のことで、市税や負担金、使用料、繰越金などのことです。この割合
が高いほど財政が安定し、自主的な事業に取り組むことができます。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響による法人市民税の減収により市税が減少しています。

依存財源 　６６．３％（前年度比 ＋１．６％）
　国や県から交付されるお金のことで、国・県支出金、地方交付税、市債などのことです。光陵小学
校などの整備により、市債が増加しています。

歳 入
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義務的経費　４２．２％（前年度比 ＋ ２．２％）
　市職員や議員などの人件費、児童・高齢者・生活困窮者などの支援に要する扶助費、市の借金の
返済である公債費のことで、この割合が高いと財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。
　新型コロナウイルス感染症対策として実施した子育て世帯や住民税非課税世帯等への臨時特別給
付金の支給などにより扶助費が増加しています。

投資的経費　２７．５％（前年度比 ＋ １１．０％）
　道路や公共施設の整備、災害復旧などにかかるお金のことです。光陵小学校などの整備により増加
しています。

その他の経費　３０．３％（前年度比 − １３．２％）
　施設の維持管理や委託料などの物件費、各種団体や消防署・介護保険広域連合などへの負担金、
特別会計への繰出金などのことです。学校給食の公会計化に伴い物件費は増加しましたが、新型コロ
ナウイルス感染症対策として実施した市民１人当たり１０万円の特別定額給付金事業が終了したことによ
り補助費等が大きく減少しています。

歳 出

義務的経費
４２．２%

投資的経費
２７．５%

人件費
　２３億９，７６３万円
　（１１．３％）

扶助費
　４９億２，９０２万円
　（２３．２％）

公債費
　１６億４，０１７万円
　（７．７％）

物件費
　２３億３，２７０万円
　（１１．１％）

投資的経費
　５８億２，５０２万円
　 （２７．５％）

補助費等
　１９億７，５７６万円
　（９．３％）

繰出金
　１５億３，１９５万円
　（７．２％）

その他の経費
３０．３%

維持補修費
　１億１，０３１万円
　（０．５％）

その他
　４億６，９８０万円
　（２．２％）
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財政力指数は財政の自立性を測る
もので、「１」に近づくほど財源
に余裕があるといえます。
新型コロナウイルス感染症の影響
により個人住民税などが減少した
ため、低くなりました。

グラフで見る財政状況
宮若市の財政指標をグラフで見てみましょう。経年変化を追うことで市の財政が好転しているのか悪化
しているのかを捉えることができます。

財政力指数

０．６５０

０．６００

０．５５０

０．７００

Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

０．６４１
０．６３２

経常収支比率

１００．０

９５．０

９０．０

８５．０

８０．０

経常収支比率は、財政構造の弾力
性を表すもので、安定して収入され
る財源に占める固定的に支出される
経費の割合です。数値が低いほど
柔軟な財政運営ができるといえます。
国税収入の増加に伴い普通交付税
が追加交付されたため、低くなりま
した。

８９．４

８７．０

９０．９

０．５７７

（単位：％）

Ｒ３Ｈ２９

０．６０２

９４．８

０．６２７

８９．２

０．５００

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

市債残高

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

基金残高

１４，０００

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１２，６６８

１３，０７５
１３，２５９

（単位：百万円）

基金とは、市の貯金のことです。
経済情勢の著しい変動等による収支の悪
化に備えるための財政調整基金やその他
特定の事業を行う目的で積み立てを行っ
ている基金などがあります。
施設整備等基金などへの積み立てにより
増加しています。

１２，０４３

２２，０００

２１，０００

２０，０００

１９，０００

１８，０００

２２，３９５

２０，４３５

１９，７４９

（単位：百万円）

市債とは市の借入金のことです。長年に
わたって使用する公共施設等については、
将来その施設を使う人にも平等に負担して
もらう目的もあります。
光陵小学校などの整備のための借り入れ
を行ったことにより、残高は増加しました。

１８，５１７

１９，０９９

１２，４８６

１０，０００

２３，０００



8 Miyawaka Money Book

第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 不法投棄防止対策の推進　(環境保全課)

２２８ 万円

財源　県：68 万円　市：160 万円

　不法投棄防止推進委員による監視体制の強
化や不法投棄防止監視カメラ、看板の設置など
により、不法投棄の防止に努めました。

また、環境クリーン作戦や遠賀川流域河川一
斉清掃の実施、自治会などが実施している環境
美化運動の支援を行いました。

■ 空家等対策事業の推進　( 建築都市課 )

５６７ 万円

財源　国：281万円　市：286 万円

空家等対策計画に基づき、空家化の予防や適
切な管理などの啓発を行うとともに、老朽化し
危険性の高い空家の解体撤去費用を補助する
など、空家等対策を進めました。

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル活動の推進 
　　 ( 環境保全課 )

１，０３６ 万円

財源　その他：15 万円　市：1,021 万円

ごみの減量化・リサ
イクルを推進するた
め、第２・４日曜日に
市内２カ所で行ってい
る資源物拠点回収を継
続して実施しました。

また、ごみとして処
理されている古紙など
を再資源として有効活
用するため、リサイク
ル活動登録団体へ奨励金を交付するとともに、
ごみの減量化を図るため、生ごみ処理機器購
入者やダンボールコンポスト購入者への補助
金の交付を行いました。

第１章 自然環境　

上水道の安定供給

■ 上水道の安定供給　( 水道課 )

１億１６８ 万円

財源　その他：309 万円　
          市：9,859 万円（うち市債：7,080 万円）

老朽化による配水管の更新や浄水場施設の
整備を行いました。また、福岡・直方線外２
配水管更新工事や、浄水場の機械更新工事な
どを行いました。

下水道等の整備

■ 下水道等の整備　(下水道課 )

６億４，６３７ 万円

財源　国：2 億 4,550 万円　その他：1,710 万円
         市 ： 3 億 8,377 万円（うち市債：3 億 1,900 万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下
水道事業の進捗状況に併せて、詳細設計や調査
などを行いながら、事業認可区域内の幹線管
きょや末端管きょ
の整備促進を図り
ました。

また、遠賀川中
流流域下水道事業で
は、広域的な汚水処
理対策を図るため、
福岡県と関連市町が
連携を図りながら整
備を促進しました。

■ 合併浄化槽整備事業　(下水道課 )

１，９８５ 万円

財源　国：418 万円　県：684 万円
         市：883 万円

　汚水処理施設構想に基づき、公共下水道整備
区域以外での浄化槽の設置を推進しました。
　また、単独浄化槽や汲み取り便槽からの転
換を行う方に補助を行うことで、さらなる合
併浄化槽の設置促進を図りました。

豊かなみどりが輝くふるさとを守る、自然と共生したまちづくり
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第
１
章

治山・治水・砂防対策の充実

■ 砂防対策の充実　( 土木建設課 )

５，３７０ 万円

財源　県：2,500 万円
　　　市：2,870 万円（うち市債：2,730 万円）

福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策
事業により、宮日田地区（金生）と脇田地区の整
備を進めました。

■ 河川・水路などの環境整備　　　　　
　　( 土木建設課 )

１，３５７ 万円

財源　市：1,357 万円（うち市債：1,200 万円）

　河川の氾濫等の浸水被害を防ぐために、緊急
浚渫推進事業債を活用した河川の浚渫を計画
的に実施しました。

　

■ 森林環境の整備　( 農政課 )

６，５６７ 万円

財源　県：5,203 万円　その他：1,260 万円
　　　市：104 万円

　水源のかん養、土砂災害防止など森林の有す
る公益的機能を高めるため、荒廃森林整備に
取り組みました。
　また、犬鳴山系関係自治体と連携し、シカ
の誘引捕獲事業に補助を行うことで、森林被
害を防ぐための取組を行いました。
　森林環境譲与税を活用した取組として、市
内の放置竹林整備を進めるとともに、市有林
整備事業を行いました。

第２章 生活基盤・都市基盤　

第
２
章

計画的な土地利用の促進

■ 都市計画変更図書作成業務
　  ( 建築都市課 )

２２０ 万円

財源　市：220 万円

　土地利用基本方針の検討結果を踏まえ、若宮
地区について、都市計画区域の拡大を図るため、
都市計画変更に向けた各種検討や資料作成を行
い、都市計画図書を作成しました。

■ 国土調査の実施　( 土地対策課 )

１億１２４ 万円

財源　国：4,904 万円　県：2,452 万円
　　　市：2,768 万円

国土の開発、保全、利用の円滑化を図るため、
令和３年度は、芹田・長井鶴及び山口地区の一
部の地籍簿、地籍図の作成と長井鶴・山口地
区の一部の一筆地調査、測量を行いました。地
籍調査完了後は、国の承認を経て法務局の字図
と登記簿が修正され、土地取引の円滑化や行政
運営の効率化を図ります。

安全・安心で便利な暮らしを確保する
生活基盤・都市基盤づくり

中心拠点の整備

■ 中心拠点整備事業  ( まちづくり推進課 )

３億４，６５０ 万円

財源　国： 4,146 万円　その他：9,972 万円 
　　　市：2 億 532 万円（うち市債：2 億 500 万円）

　継続事業の最終年度であった中心拠点の整備
は、公園やプロムナード、新庁舎西側駐車場など
の外構工事に取り組みました。
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定住・住宅施策の推進

■ 定住促進事業の推進　(まちづくり推進課)

９，４８１ 万円

財源　国：4,452 万円　市：5,029 万円

　市内に住宅を取得した方に固定資産税相当
額の奨励金を、市内民間賃貸住宅に居住する
新婚・子育て世帯に家賃の一部を補助すると
ともに、これら各種施策を効果的に PR しなが
ら定住を促進しました。　　　　　　　

■ 市営住宅の保全管理　( 建築都市課 )

１億４，７５４ 万円

財源　国：2,255 万円　県：87 万円　
　　　その他：1 億 2,412 万円

　市営住宅長寿
命化計画に基づ
き、安全性確保
及び長寿命化を
図るため、外壁
改修工事を実施
しました。

また、市民が
快適に住み続け
られることや、
市民の消費を促
し地域経済の活性化を図るため、個人住宅や地
区公民館を対象に住宅等改修補助金制度を継
続して実施し、道路に面した危険なブロック塀
等撤去費補助金制度を実施することで、安全・
安心な環境整備を推進しました。

道路・交通網・生活環境の整備

■ 生活道路の整備　( 土木建設課 )

１億９，２１２ 万円

財源　国：604 万円
         市：1 億 8,608 万円（うち市債：8,580 万円）

　日常生活で利用する生活道路の維持に努
めるとともに、経年劣化した道路の舗装整
備を行い長寿命化を図りました。　　　　
　また、社会資本整備総合交付金を活用す
ることで、千田・町線外の通学路整備を進め、
歩行者の安全通行の確保に努めました。

■ 幹線道路の整備　( 土木建設課 )

３億６，８３３ 万円

財源　国：1 億 6,955 万円
         市：1 億 9,878 万円 ( うち市債：1 億 3,070 万円 )

　幹線道路・交通網の環境整備は、周辺地域
と連携して舗装改修や歩道などの整備を計画
的に進め、利便性や安全性・アクセスの向上
に努めました。　　　　　　　　　　　　　
　　　

■ 市民と協働した道路環境の保全
　　( 土木建設課 )

５７２ 万円

財源　市：572 万円

　市民と行政の協働による良好な道路環境の
保全推進を目的とした道路愛護推進活動につ
いて、積極的に周知を行うことで活動団体の
増加に努めました。　　　　　　

■ 利便性の高い公共交通手段の確保
　　( 産業観光課 )

８，３８６ 万円

財源　県：1,000 万円　その他：568 万円
　　　市：6,818 万円

　バス現行路線の存続を基本に、生活交通手
段の確保に向け、運行の形態やルートの見直
しを引き続き行うとともに、デマンド型区域
運行方式の本格導入を図りました。

公園・緑地の整備

■ 協働による公園の管理・活用の推進
　　( まちづくり推進課・土木建設課 )

１，３０４ 万円

財源　その他：100 万円　市：1,204 万円

　犬鳴川河川公園や
２０００年公園、さ
くら堤公園は、市民
団体などとの協働に
よる管理を行うとと
もに、イベントの開
催などを通じて、企
業、行政、学校など
による多くの方々の交流の場としての活用を推
進しました。
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■ 防災意識の醸成と体制の強化 ( 総務課 )
９７０ 万円

財源　国：437 万円　市：533 万円

防災行政無線をはじめとして、緊急速報メー
ルなどの多様な情報伝達手段を活用し、迅速
で的確な情報伝達に努めました。

また、避難所運営に必要なパーテーション
や食料等の防災物品を備蓄しました。

■ 交通安全意識の向上 ( 健康福祉課 )
７ 万円

財源　その他：7 万円

高齢運転者の安全運転意識の向上や交通事
故の防止、被害の軽減を図るため、安全装置
搭載自動車の購入または所有の自動車に安全
運転支援装置を設置した方へ補助金を交付し
ました。

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 消防団の充実   ( 総務課 )

２，３２４ 万円

財源　市：2,324 万円（うち市債：2,220 万円）

地域防災の要となる消防団については、消
防団員の加入促進を図るとともに、消防設備
の充実に努めました。令和 3 年度は、消防ポ
ンプ自動車を 1 台購入しました。

■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

２４８ 万円

財源　市：248 万円

自治会などによる
防犯灯の新設や老朽
化などによる取替え
を支援し、犯罪を防
止する環境整備を進
めました。

第
３
章

■ 小規模農地などへの支援　(土木建設課)

１５０ 万円

財源　市：１５０万円

　面積が狭小、湧水による湿田化など、耕作
不利農地の条件改善のために農家が実施する
対象事業を補助することで、増加する耕作放
棄地の発生防止に向けた取組を推進しました。

■ 農産物・特産品の販路拡大　( 農政課 )

９０ 万円

財源　その他：90 万円

　宮若うまい米コンクールを引き続き実施す
るとともに、宮若オリジナル米袋を活用する
ことで、宮若産米の効果的な PR や販路の拡大
に努めました。

また、熊本県菊池市とともに九州のお米食
味コンクールを菊池市で開催し、宮若米、九
州米の知名度の向上を図りました。

第３章 産業
企業誘致と立地企業の発展を支援し、活力ある産業を育て、
雇用を生み出すまちづくり

農林業の振興

■ 就農者の育成支援　( 農政課 )

２，０９６ 万円

財源　県：1,572 万円　市：524 万円

水田・園芸農業の生産コスト低減、生産規
模の拡大に取り組む認定農業者・営農組織に
対して、農業用機械などの導入を支援しました。

また、新規就農者の経営確立を支援すると
ともに、営農技術の向上などに取り組む認定
農業者連絡協議会の活動を支援しました。

■ 有害鳥獣被害対策の推進　( 農政課 )

５９９ 万円

財源　国：1 万円　市：598 万円

　深刻化する農作物等の鳥獣被害に対応する
ため、駆除数の増加を図るための補助制度や
猟友会などと連携した駆除活動を強化すると
ともに、電気牧柵などの設置・補助を行うこ
とで、被害防除に取り組みました。
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■ 新規創業に対する支援  ( 産業観光課 )
１００ 万円

財源　市：100 万円

地域経済の活性化と雇用の創出を図るため、
事業所の開設に係る資金の一部や融資に係る
利子の一部を補助することで、創業を促進し
ました。

企業誘致の推進

■ 企業誘致の推進　( まちづくり推進課 )

１億９２９ 万円

財源　市：1億 929 万円

　自動車関連企業など複数の企業が進出し、
市内の工場用地が不足していることから、工
場用地バンクの充実に努めました。　　　　
　また、宮若北部工業用地造成事業は、福岡
県と連携し、早期完成に向けて取り組むなど、
引き続き、各種優遇制度を活用し、企業誘致
の推進を図りました。

観光の振興

■ 資源を活かした着地型観光の推進    
　  ( 産業観光課 )

４２４ 万円

財源　その他：424 万円

　市のイメージアップを図るため、特産品かつ
イメージキャラクターでもある追い出し猫を
観光物産展などのイベントで活用し、特産品や
観光資源のＰＲを行いま
した。また、Webサイト「宮
若なび」や観光パンフレッ
トなどにより市の情報発
信を行いました。

■ 直方・鞍手広域連携プロジェクト　
　  ( 秘書政策課 )

６５ 万円

財源　市：65 万円

　直方・鞍手地域の広域連携による一体的な
地域振興を図るため福岡県と直鞍 2 市 2 町で
取り組んでいるプロジェクトで、体験交流型
プログラムや人材育成事業を通して圏域の魅
力を発信しました。

■ 多面的機能支払交付金  ( 農政課 )
３，３１７ 万円

財源　国：1,669 万円　県：829 万円　市：819 万円

　農業や農村は、自然環境の保全や水源のか
ん養、良好な景観の形成など多面的機能を有
していますが、過疎化・高齢化などの進行に
伴う集落機能の低下により、地域の共同活動
によって支えられている多面的機能の発揮に
支障が生じつつあります。
　このため、地域の共同活動に支援を行うこ
とで、農用地や水路、農道、ため池などの地
域資源の適切な保全管理を推進しました。

■ 農業観光振興センター等整備事業　　　 
　 (農政課)

7 億８，４４３ 万円

財源　国：3 億 9,183 万円                                        　
　　　市：3 億 9,260 万円（うち地方債：3 億 7,370 万円）

農業と観光の拠
点となる施設「み
やわかの郷」と体
育館を改修した産
地産直レストラン

「グロッサリア」を
整備することで、
地域活性化を図り
ました。

商業の振興

■ 生活利便性の向上 ( 産業観光課 )

６５ 万円

財源　市：65 万円

買物利便性の向上のため、車両での移動販売
事業に取り組みました。

■ 特産品の開発・販路開拓の推進
　 ( 産業観光課 )

２５０ 万円

財源　市：250 万円

特産品や農産物の販路開拓や宮若ブランド
の確立を図るため、商業者と認定農業者などで
組織する宮若じまん振興会の支援を通じて、販
路拡大や普及促進を図りました。
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第４章 保健・福祉

社会福祉の充実

■ 相談体制の充実 (保護人権課 )
１，９８１ 万円

財源　国：1,557 万円　市：424 万円

　生活保護制度に精通した面接相談員を配置
し、要保護者からの生活相談に対する指導・助
言や受給申請手続きなどの支援を行い、生活保
護行政の適正化に努めました。

また、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、生活に困窮している方への相談体制を
整え、自立に向けた包括的な支援を行いました。

■ 社会福祉協議会の活動支援
　　(子育て福祉課 )

６，１６５ 万円

財源　市：6,165 万円　

　宮若市社会福祉協議会が実施している地域
福祉推進事業、ボランティア活動推進事業、各
種相談事業、高齢者・障がい者（児）支援事業
など、福祉事業活動の拡充を支援しました。

■ 民生委員・児童委員の活動支援
　　(子育て福祉課 )

１８７ 万円

財源　市：187 万円

市民の生活上の相談や高齢者・子どもの見
守りなど、身近な地域福祉活動の中心的な役割
を担う民生委員・児童委員の活動を積極的に
支援しました。

児童・母子福祉の充実

■ 不妊治療への支援 ( 健康福祉課 )

１６５ 万円

財源　その他：165 万円

　子どもができない悩みを
抱えている夫婦が子どもを
持てるような環境をつくる
ため、不妊治療に要する治
療費の一部を助成しました。

■ 待機児童解消に向けた取組　　　
(子育て福祉課 )

２，２０５ 万円

財源　県：1,150 万円　その他：808 万円　
　　　市：247 万円

民間保育所の保育士不足の解消を目指し、
保育士への家賃補助制度や就労支援金制度に
より、保育士の確保を支援するとともに、保
育士の負担軽減のための保育補助者の雇用に
必要な経費の一部を補助しました。
　また、認可保育所以外の保育施設の利用を
促進するために、利用料の一部を補助しまし
た。

■ 保育サービスの実施  (子育て福祉課 )

６億５，５００ 万円

財源　国：3 億 2,094 万円　県：1 億 3,280 万円
　　　その他：2,615 万円　 市：1 億 7,511 万円

　保育所や認定こども園における通常・延長
保育などの保育サービスを実施するとともに、
幼稚園における預かり保育などの利用に係る
支援を行いました。　　　　　　　　　　　
　また、保育所や認定こども園に対し、特別
保育のための加配職員の雇用や、英語教育の
ための経費に補助を行うことで、より保育の
質が高められるよう市独自の支援を行いまし
た。さらに、新型コロナウイルス感染症対策
に対する経費について補助を行いました。

市民が健康に暮らし、高齢者や子どもを支え合う、
安心な暮らしを高める社会づくり



14 Miyawaka Money Book

第
４
章

■ 学童保育所の運営  (子育て福祉課 )
７，６７１ 万円

財源　国：2,596 万円　県：2,470 万円　
　　　市：2,605 万円

　小学校区に合わせて市内 5 カ所（9 クラブ体
制）の学童保育所を運営し、小学生がいる子
育て世帯の子育て・就労支援を行いました。
社会福祉協議会と連携し、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止を図りながら、安定的に学
童保育所が開所できるように努めました。

■ 学童保育所・子育て支援センター
　  の整備   (子育て福祉課 )

１億４，７４８ 万円

財源　国：2,264 万円　県：1,742 万円　　　　　　　
　　　その他：206 万円　
　　　市：1 億 536 万円（うち市債：9,850 万円）

　施設の老朽化のため、令和 2 年度から建替
工事に着手していた宮若西学童保育所が完成
し、令和 3 年 9 月に開所しました。若宮幼稚
園内にあった子育て支援センター「たけんこ」
も、一時預かり事業の充実のため、学童保育
所に併設する形で整備しました。　　　　　
　また、光陵小学校の開校に併せて、光陵学
童保育所及び子育て支援センター「さくらん
ぼ」の整備も行いました。　　　　　　　　
※光陵学童保育所及び子育て支援センター「さくらんぼ」

の建設費は p.16 の学校等再編事業費に含まれます。

■ 子育て支援センターの充実
　 (子育て福祉課 )

６，７５４ 万円

財源　国：1,180 万円　県：1,130 万円
　　　その他：487 万円　市：3,957 万円

旧若宮小学校内の「たけんこ」と光陵小学
校隣接地の「さくらんぼ」では、就労形態や
疾病などにより、一時的に家庭での保育が困
難となる保護者のために「一時預かり事業」
を実施しました。　　　　　　　　　　　　
　また、生涯学習センター内の「たんぽぽ」
を含めた 3 カ所で、親子の交流の場となる「遊
びの広場」を実施しました。さらに、待機児
童対策として、「さくらんぼ」で、保育の必要
性が高い児童に向けた固定枠による一時預か
り事業を実施しました。

高齢者福祉の充実

■ 介護予防活動の推進　(健康福祉課 )

４，２６３ 万円

財源　その他：2,872 万円　市：1,391 万円

介護予防教室や居場所づくりなどの介護予
防事業を通して、要介護状態となることなど
への予防と、要介護状態などの軽減・悪化の
防止に努め、住み慣れた地域でいつまでも健
康で生きがいをもって生活を送ることができ
るよう支援しました。

■ 地域包括ケア体制の確立　(健康福祉課 )

５，５０６ 万円

財源　その他：5,255 万円　市：251 万円

団塊の世代が 75 歳以上となる令和 7 年を目
処に、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができる
よう、医療・介護・介護予防・住まい・生活
支援が一体的に提供される地域包括ケアシス
テムの充実を図るため、生活支援サービスの
体制整備や在宅医療・介護連携、認知症施策、
地域ケア会議の推進などに取り組みました。

■ 高齢者の保健事業と介護予防の一
　  体的実施　(健康福祉課・市民課 )

９３３ 万円

財源　その他：609 万円　市：324 万円

健診データや医療・介護のレセプト情報を
活用して高齢者の健康課題を把握し、高齢者
の特性に応じた保健事業と介護予防事業の一
体的実施に取り組みました。
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障がい者福祉の充実

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

２０１ 万円

財源　市：201 万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するため
の経験を積む機会として１名のチャレンジ雇
用を実施しました。　　　　

■ 障がい福祉サービスの提供　　　　　
　　 (子育て福祉課 )

１１億６，０７７ 万円

財源　国：5 億 6,040 万円　県：2 億 7,768 万円　　
　　　その他：216 万円　市：3 億 2,053 万円

　障がいのある人が住みなれた地域で自立し
た生活が送れるよう、生活環境の整備や相談・
支援体制の強化に努めるとともに、各種障が
い福祉サービスの提供を行いました。

健康づくりの推進

■ 総合健診の実施　(健康福祉課 )

２，２９８ 万円

財源　国：18 万円　県：50 万円　市：2,230 万円

生活習慣病の早期発見のため、検診の必要性
について周知を行い、総合健診の受診率向上を
図りました。
 
　・健康診断　　　・歯科健診

・骨粗鬆症検診　・肝炎ウイルス検査
・がん検診
 （胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、
   乳がん、前立腺がん）

■ 予防接種の実施　(健康福祉課 )

６，６３２ 万円

財源　国：24 万円　県：13 万円　市：6,595 万円

感染症予防のため、予防接種法に基づく定
期予防接種、高齢者肺炎球菌助成・風しん抗
体検査などを実施しました。

■ みやわか健康ポイント事業
　 ( 健康福祉課 )

１９６ 万円

財源　市：196 万円

　自主的な健康づくりを支援するため、健康づ
くりに関する事業に参加することでポイント
を獲得し、ポイント数に応じて応募者全員に
記念品を贈呈しました。

■ 新型コロナウイルス感染症対策　　
　　 ( 総務課・管財課・秘書政策課・保護人権課・　　　
　　　子育て福祉課・健康福祉課・産業観光課・農政課・
　　　学校教育課・社会教育課 )

１３億２，０１０ 万円

財源　国：9 億 2,195 万円　県：375 万円　　　　　
　　　市：3 億 9,440 万円（うち市債：3 億 7,050 万円）

　新型コロナウイルス感染症感染防止対策と
して、ワクチン接種を行い、感染及び重症化
の防止に努めました。また、感染症対策備品
の購入や不特定多数の利用に配慮した市内公
共施設トイレの改修などを行いました。　　
　さらに、感染症の長期化に伴う旅行や移動
の自粛により影響を受けた事業者への支援や、
プレミア付地域振興券の発行など、市民や市
内事業者の生活を守る事業に取り組みました。

医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民課 )

５ 万円

財源　県：2 万円　市：3 万円

　国民健康保険財政の健全化に向けた取組の
一つとして、後発医薬品（ジェネリック医薬品）
の使用による医療費減額通知の送付を通じて、
先発医薬品と同等であるジェネリック医薬品
の使用を促進することで、医療費の適正化を図
りました。



16 Miyawaka Money Book

第
５
章

■ 特定健診・特定保健指導 ( 市民課 )

２，２４５ 万円

財源　県：1,159 万円　市：1,086 万円　

特定健診は内臓脂肪型肥満に着目した健康
診査であり、メタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）に該当する人などを対象に生活指
導などを行い、生活習慣病を予防することを目
的としています。

第５章 教育・文化

学校教育の充実

■ 確かな学力の育成 ( 学校教育課 )

２，４１0 万円

財源　県：127 万円　市：2,283 万円

幼稚園・小中学校が同じ目標に向かって共
通の取組を推進しながら、子どもたちの生活習
慣、学校教育の基盤づくりと学力の向上を目指
しています。

令和 3 年度は新型コロナウイルス感染症感
染防止対策を行いながら、子どもたちの学習支
援のため、全小中学校で放課後学習「みやわか
アフター・スクール」を実施しました。また、
教員の資質向上のための研修会「みやわか教師
塾」や、学力実態調査・体力実態調査を実施し
ました。　　　　

■ 情報教育の推進 ( 学校教育課 )

５，６９６ 万円

財源　国：1,175 万円　 市：4,521 万円

　国の GIGA スクール構想に伴い整備した児
童生徒 1 人 1 台タブレット端末や電子黒板等
の ICT 機器を活用した教育効果をさらに高め
るため、学習支援ソフトを導入するなど、新
学習指導要領に定める情報活用能力の育成に
努めました。また、教職員の ICT 活用指導力
の向上を図るため、ICT 支援員や GIGA スクー
ルサポーターを配置しました。

■ 教育施設の適正配置               
    （学校等再編事業） ( 教育総務課 )

２８億６，５９８ 万円

財源　国：7 億 2,862 万円　県：3,396 万円　
　　　市：21 億 340 万円（うち市債 18 億 2,480 万円）

　宮田東小学校と宮田小学校を再編する光陵
小学校は、学校給食共同調理場、学童保育所及
び子育て支援センターを併設する学校施設とし
て宮田光陵中学校跡地に令和２年度から建設
工事を行い、令和４年３月に完成しました。　

また、保護者代表や教職員で組織する再編準
備委員会にて、校歌や校章の選定、通学路の安
全点検などを行いました。　

　　　　　　　　

また、医療機関と連携を図り受診率の向上
に努めるとともに、健診の結果が生活習慣病
の予備軍や要受診者となる方を対象に、保健師・
管理栄養士による受診指導、生活改善指導を
実施し、疾病の発症・悪化の防止に努めました。

子どもの「生きる力」を育てる学校教育と、
多彩な市民交流を生む社会教育の充実
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■ 特別支援教育の充実　( 学校教育課 )

２，３６３ 万円

財源　市：2,363 万円

　小中学校の特別支援学級に在籍している児
童生徒や通常学級に在籍している発達障がい
がある児童生徒など、特別な支援が必要な子
どもたちに適切な教育的支援を行うために、
特別支援教育支援員を配置しています。　　
　また、特別に支援を必要とする児童生徒の
就学等については、発達障がい相談支援カウ
ンセラーによる助言や関係機関との情報交換
を行い、円滑に連携することで、当該児童生
徒にとって適切な教育支援を行いました。

■ 学校給食費公会計化及び給食費減免
　  ( 学校教育課 )

1億１，７４５ 万円

財源　国：5,235 万円　その他：5,626 万円　
　　　市：884 万円

　給食費会計の透明化・適正化及び給食費徴
収に係る教職員への業務の負担軽減を図るた
め、給食費の公会計化に取り組みました。

また、新型コロナウイルスに係る生活費補
助の取組として給食費の一部を減免しました。

　

生涯学習の推進

■ 読書活動の充実 ( 社会教育課 )
１，５６７ 万円

財源　県：10 万円　その他：150 万円　
　　　市：1,407 万円

　ふるさと納税を活用して児童書を増やし、
おはなし会・ブックスタート・家読など、児
童書を活用した事業を充実させることで、幼
少期の子どもの読書活動を推進しました。

青少年の健全育成

■ IT 人材育成事業  ( 秘書政策課 )
８８ 万円

財源　国：44 万円　市：44 万円

　直方・鞍手地域の 2 市 2 町共同で、中・高
生を対象としたプログラミング教室を実施し、
実践的な情報化技術に触れる機会の提供を通
して、IT 人材の育成に努めました。

■ 体験学習の充実  ( 社会教育課 )
７３ 万円

財源　市：73 万円

　小学生が様々な活動を体験することで、自
ら学び、自ら考える力や豊かな人間性など、
生きる力を育むことを目的として、「わいわい
サークル」や「サマーチャレンジ」・「スプリ
ングチャレンジ」を開催しました。

■ 芸術文化活動の推進  ( 社会教育課 )
１６７ 万円

財源　市：167 万円

　新型コロナウイ
ルス感染症対策に
より、文化祭のス
テージの部では事
前撮影した映像を
当日上映する等、
事業内容を工夫し
ながら市民文化祭やコンサートなどを開催し、
市民が芸術文化に触れる機会の提供に努め、
芸術文化活動の活性化を図りました。

文化財の保護・継承

■ 文化財の整備・保存の推進  
　 ( 社会教育課 )

1億８，３４７ 万円

財源　市：1億 8,347 万円（うち市債：1 億 6,250 万円）

　若宮西小学校跡地を再生・活用し、文化財
の収蔵・展示と地域の活動拠点機能を併せ持
つ、宮若市文化財収蔵・展示・交流センター（宮
若トレッジ）の整備に取り組みました。

また、国指定史跡である竹原古墳の保存整
備工事が完成したことを記念したシンポジウ
ムは新型コロナ
ウイルス感染症
の影響により中
止しましたが、
保存観察施設は
感染対策をとり
ながら開館し、
歴史文化への興
味関心の向上に
努めました。
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市民参加の推進

■ 広報・広聴活動の充実　( 秘書政策課 )

１，７７９ 万円

財源　県：51 万円　その他：111 万円　
　　　市：1,617 万円

　市の魅力を市内外に向けて広く発信し、認知
度を高めていくため、主要施策や地域情報につ
いて、広報紙や市公式ホームページ、公式イン
スタグラムをはじめとした SNS など様々な媒
体を活用した多角的で効果的な情報発信を行っ
たほか、SNS を活用したフォトコンテストを行
い、市民参加の促進や市内各地域の認知度向上
を図りました。

■ 産官学連携による文化芸術振興　
　　( 秘書政策課 )

１００ 万円

財源　その他：100 万円　

　 株 式 会 社 ト ラ イ ア
ルホールディングスと
の「リモートワークタ
ウンムスブ宮若」プロ
ジェクト連携協定に基
づき、宮若市・トライ
アル・九州大学の産官学連携による文化芸術振
興の取組「宮若国際芸術トリエンナーレ」を開
催し、市の魅力向上及び交流人口の増加へ向け
た PR・情報発信等を行いました。

■ 市民参加機会の確保 ( 秘書政策課 )

１３５ 万円

財源　その他：100 万円　市：35 万円

公 募 に よ る 10 名
の 市 民 で 構 成 す る
第 6 期まちづくり委
員会で、商品のブラ
ンディングやマーケ
ティングの方法につ
いて学びながら、市民目線での特産品の開発
に向けた取組を行いました。

地域コミュニティの形成

■ コミュニティ活動の活性化　　　
　　( まちづくり推進課 )

３９ 万円

財源　市：39 万円

職員の地域担当制度について、コロナ禍のた
め、市内 2 ブロックで地域と職員が協働した事
業を実施しました。

■ 笠松地区の地域コミュニティ拠点
　 施設の整備　( 社会教育課 )

４４９ 万円

財源　市：449 万円

笠松地区の地域コミュニティ拠点施設であ
る笠松研修センターについて、施設の各所で
不具合が生じているため、施設の長寿命化の
観点から総点検を行い、住民参加型による整
備に向けた基本計画を策定しました。

地域情報化の推進

■ 地域情報化の推進  ( 総務課 )
６，１６５ 万円

財源　国：3,963 万円　
　　　市：2,202 万円（うち市債：1,740 万円）

通信事業者と協力し、市内全域で市民が光
ファイバー回線を利用した超高速インター
ネットサービスを享受できる環境を整備し、
地域情報化の推進に努めました。

人権尊重社会の構築

■ 人権教育・啓発の推進
　  ( 社会教育課・保護人権課 )

２７ 万円

財源　県：3 万円　市：24 万円
　令和２年度に実施したアンケート結果に基づ
き、第２次宮若市人権教育・啓発基本計画を
策定したほか、市内小学生を対象にした「人
権の花運動」など各種取組を実施しました。

第６章 市民協働・コミュニティ
市民とともに地域の課題解決に向けて
取り組んでいく協働のまちづくり
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第７章 計画の推進と実現のために

■ 輝くふるさと応援寄附金制度の推進  
　　（財政課）

８，７５１ 万円

財源　その他：6,578 万円　市：2,173 万円　

輝くふるさと応援寄附金については、独自
の地場産品、及び県の認定する特産品を随時
返礼品に追加し、寄附サイトの掲載内容を充
実しながら、安定的な歳入確保、地場産業育
成による地域活性化、シティプロモーション
の推進を図りました。

■ 固定資産（土地）評価の価格修正
　 に伴う標準宅地時点修正業務
 　( 税務収納課 )

１３７ 万円

財源　市：１３7 万円

　地価の下落を次年度の固定資産評価額に反
映させるため、７月１日時点における標準宅地
の時点修正率を鑑定評価により求め、市内全域
の宅地等について価格修正を行いました。

■ 地番現況図などの更新　( 税務収納課 )

１，１８３ 万円

財源　市：1,183 万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課
税を図るため、地番現況図や公図の通年異動更
新を行い、令和6 年度評価替えに向けて土地評
価見直し業務を行いました。

■ 第 2 次宮若市総合計画後期基本計
　  画の策定準備　( 秘書政策課 )

２７０ 万円

財源　市：270 万円

第 2 次宮若市総合計画は、宮若市が目指す
まちづくりの指針を示した 10 年間のマスター
プランで、実施すべき施策や事業を示した基
本計画を前期と後期の 5 年間に分けて策定し
ています。

令和 4 年度の後期基本計画の策定に向けて、
令和3年度は市民意識調査などを実施しました。

■ 新国富指標調査分析事業 ( 秘書政策課 )

１３０ 万円

財源　その他：130 万円

　第 2 次宮若市総合計画の推進にあたり、九
州大学都市研究センターで研究されている「新
国富指標」（長期的に持続可能な発展を計測す
るために開発された経済指標）を活用するこ
とで、持続可能な発展を目指したまちづくり
を進めました。

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
 　( 税務収納課 )

６６ 万円

財源　市：６6 万円

　ファイナンシャルプランナーによる家計改
善指導などに取り組み、収納率の向上を図り
ました。
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一　般　会　計
　　歳入総額 ２２６億２，０８１万円
　　歳出総額 ２１２億１，２３６万円
　　差引残額  １４億　８４５万円 

                 歳　入
款 　　　　　決算額

 １    市税 ５１億６，４９６万円
 ２   地方譲与税 １億７，４６５万円
 ３   利子割交付金 １４０万円
 ４   配当割交付金 １，４０７万円
 ５   株式等譲渡所得割交付金 １，６４１万円
 ６   法人事業税交付金 １億３，９２７万円
 7  地方消費税交付金 ７億２，８５２万円
 ８　ゴルフ場利用税交付金 ５，０５６万円
 9　環境性能割交付金 ２，０４１万円
１０  国有提供施設等所在市町村助成交付金 １３６万円
１１ 地方特例交付金 ９，９２４万円
１２ 地方交付税 ３６億７，３４２万円
１３ 交通安全対策特別交付金 ５４５万円
１４ 分担金及び負担金 ５，１８０万円
１５ 使用料及び手数料 ３億５，０５９万円
１６ 国庫支出金 ５２億８，０２３万円
１７ 県支出金 １２億９，２５７万円
１８ 財産収入 ９，０２１万円
１９ 寄附金 ２億１，８３４万円
２０ 繰入金 ２億６，６７１万円
２１ 繰越金 １１億２，９０８万円
２２ 諸収入 ３億５，８４５万円
２３ 市債 ３４億９，３１１万円

性質別
区分 決算額

人件費 ２３億９，７６３万円
扶助費 ４９億２，９０２万円
公債費 １６億４，０１７万円
物件費 ２3 億３，２７０万円
維持補修費 １億１，０３１万円
補助費等 １９億７，５７６万円
繰出金 １５億３，１９５万円
積立金 ４億４，９８０万円
投資及び出資金・貸付金 ２，０００万円
投資的経費 ５８億２，５０２万円

目的別
款 決算額

１　議会費 1億５，０８３万円
２　総務費 ２４億２，７３２万円
３　民生費 ７４億３，２６９万円
４　衛生費 １１億６，６９２万円
６　農林水産業費 １４億１，９９３万円
７　商工費 ４億２２万円
８　土木費 １５億６，０８６万円
９　消防費 ５億１７３万円
１０ 教育費 ４４億７，４９９万円
１１ 災害復旧費 ３，６７０万円
１２ 公債費 １６億４，０１７万円

歳　出

資料．決算概要
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歳出
款 決算額

１　総務費 ４，８３６万円
２　保険給付費 ２２億９，８７７万円
３　国民健康保険事業費納付金 ７億４，７３２万円
４　共同事業拠出金 １万円
６　保健事業費 ２，３０４万円
９  諸支出金 ７，５６７万円
１１ 繰上充用金 ２億２，７３７万円

歳入
款 決算額

１　国民健康保険税 ５億２，２４３万円
２　使用料及び手数料 ４２万円
５　国庫支出金 ８１万円
６　県支出金 ２５億３１１万円
10  繰入金 ４億５，３７３万円
12  諸収入 １，１７６万円

国民健康保険特別会計
　　歳入総額 ３４億９，２２６万円
　　歳出総額 ３４億２，０５４万円

　　差引残額 　７，１７２万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ５５０万円
２ 後期高齢者医療広域連合納付金 ４億２，９３４万円
３ 諸支出金 ２６万円
４ 保健事業費 ５０万円

歳入
款 決算額

１ 後期高齢者医療保険料 ３億３５９万円
２ 使用料及び手数料 ５万円
３ 繰入金 １億３，５６９万円
４ 繰越金 ８３３万円
５ 諸収入 ９２万円

後期高齢者医療特別会計
　　歳入総額 ４億４，８５８万円
　　歳出総額 ４億３，５６０万円
　　差引残額   １，２９８万円

吉川財産区特別会計
　　歳入総額 １４５万円
　　歳出総額 １３４万円
　　差引残額 １１万円

歳入
款 決算額

１ 財産収入 ４万円
２ 繰入金 １３０万円
３ 繰越金 １１万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 59 万円
２ 財産費 75 万円
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支出　 　　　1億５７９万円
款 決算額

原水及び浄水費 １，４３７万円
配水及び給水費 ５１５万円
受託工事費 ９４万円
総係費 ２，５４５万円
減価償却費 ５，１４８万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ６８２万円
消費税及び地方消費税 １４９万円
特別損失 ９万円

収入　 　　　　 1億１，１４５万円
款 決算額

給水収益 ４，９５１万円
受託工事収益 ９４万円
その他の営業収益 １１万円
負担金 ７３９万円
他会計補助金 １，８９７万円
水道加入金      ４８８万円
長期前受金戻入 ２，９６５万円

支出　 　　　　４億５，３６１万円
区分 決算額

原水及び浄水費 ９，８３４万円
配水及び給水費 ６，８６５万円
受託工事費 ４８４万円
総係費 ４，８５０万円
減価償却費 １億９，１６２万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ２，４５０万円
消費税及び地方消費税 １，６６９万円
特別損失 ４７万円

収入　 　　　　 ５億１，７２０万円
区分 決算額

給水収益 ４億１，８８１万円
受託工事収益 ４８５万円
その他の営業収益 ２９万円
負担金 １，６７７万円
他会計補助金 １２万円
水道加入金 ８２５万円
長期前受金戻入 ６，４６５万円
雑収益 ３４６万円

水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

簡易水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出

収入　 　　　　　　 ７，３８９万円
区分 決算額

企業債 ７，０８０万円
負担金 ３０９万円

支出　 　　　　2 億３，６５４万円
区分 決算額

建設改良費 １億１９７万円
固定資産購入費 ７３１万円
企業債償還金 １億２，７２６万円
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支出　 　　　　５，２０４万円
区分 決算額

建設改良費 ３０９万円
固定資産購入費 ２５８万円
企業債償還金 ４，６３７万円

収入　 　　　　　　 ２，８４６万円
区分 決算額

他会計補助金 ２，８４６万円

（２）資本的収入及び支出

下水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出
収入　 　　　　 ７億１，６１３万円

区分 決算額
企業債 3 億１，９００万円
国庫補助金 ２億４，５５０万円
負担金及び分担金 １，７１０万円
他会計負担金 ２，７８５万円
他会計補助金 １億６６８万円

支出　 　　　　７億７，８５４万円
区分 決算額

建設改良費 6 億４，６３７万円
企業債償還金 １億３，２１７万円

収入　 　　　　 ３億８，４８０万円
区分 決算額

下水道使用料 ５，２７１万円
雨水処理負担金 ５４７万円
その他の営業収益 ２０万円
他会計負担金 １億３，３５０万円
他会計補助金 ６，０５０万円
長期前受金戻入 １億１，１７０万円
消費税還付金 ２，０４４万円
雑収益 １万円
特別利益 ２７万円

支出　 　　　　３億６，３７０万円
区分 決算額

管渠費 １７０万円
ポンプ場費 ４２４万円
業務費 ８５万円
総係費 ３，６６５万円
流域下水道維持管理負担金 ７，５３６万円
減価償却費 ２億１２０万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ４，３７０万円



24 Miyawaka Money Book

本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課

総務係 議案、条例・規則等の制定改廃、文書管理、情報公開、個人情報保護など
３２−０５１１人事係 職員の人事、給与、研修、福利厚生、衛生管理、安全管理、組織管理など

防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報政策係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策、ICT の利活用など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１契約検査係 契約、請負業者の指名・入札など

市 民 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、公費医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課
市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３資産税係 土地・家屋・償却資産の評価、固定資産税の賦課など
納税管理係 市税・国民健康保険税の徴収・滞納対策、市税等諸証明の交付など ３２−１００８

秘 書 政 策 課
秘書広報係 市長・副市長秘書、広報、シティプロモーション、ホームページ、表彰など

３２−０５１２政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、国際交流など

財 政 課 財政係 予算編成、執行管理、財政計画、地方交付税、市債など ３２−０５９０財務経営係 行財政改革、ふるさと納税、行政基本資料の収集など

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園・2000 年公園管理など ３２−０７７３企業誘致推進係 企業誘致など

子 育 て 福 祉 課
地域福祉係 民生・児童委員、社会福祉協議会、地域福祉計画など ３２−０５６２
子育て支援係 児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談、保育所、学童保育など ３２−０５１７
障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５４１

健 康 福 祉 課
健康対策係 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ３２−１１７７
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、戦傷病者遺族等援護、高齢化対策など ３２−０５１５
地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課
事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７保護係 生活保護に関することなど
人権福祉係 人権・同和対策、男女共同参画、隣保館など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など ３２−０５１６環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄対策など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など ３２−０５１９観光推進係 観光振興、いこいの里千石、観光資源の保全・活用など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、市道の認定、道路台帳、占用使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市係 都市計画、建築協定、緑化対策、市営住宅の維持管理、空き家対策など ３２−０９５５住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課
維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など
農業土木係 農業用施設等の維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止事業など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など
会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

教 育 総 務 課 教育総務係 幼稚園・小中学校の維持管理、スクールバスの運行、教育財産の管理など ３２−１００７
学校給食係 学校給食、学校給食施設の維持管理など ３４−５５２５

学 校 教 育 課 学校教育係 児童・生徒就学、奨学金、通学区域、学級編制、教育支援センターなど ３２−１００７
指導係 授業づくりに関すること、生徒指導に関すること、教職員の人材育成など ３２−９２９２

社 会 教 育 課 公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３
社会教育・文化推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興など ３２−３２１０

議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員・公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 窓 口 課 市民窓口係 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
児童・母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。
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ま
す
。

　

一　

歴
史
と
伝
統
に
学
び
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

　
　
　

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

一　

互
い
に
助
け
あ
い
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を

　
　
　

め
ざ
し
ま
す
。

　

一　

活
力
に
満
ち
た
産
業
を
育
み
、
働
き
や
す
い
ま

　
　
　

ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　

一　

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

　
　
　

す
。

　  市の木・桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  市の花・彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

市章
「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。

宮
若
市
歌
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」

　　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
輝
く
ふ
る
さ
と

　

さ
ぁ
こ
こ
へ
お
出
で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

風
が
優
し
さ
を
連
れ
て
く
る

　

水
が
命
を
授
け
て
く
れ
る

　

人
は
思
い
や
り
に
溢
れ　

街
は
喜
び
に
包
ま
れ
る

　

そ
ん
な
街
だ
よ　

大
好
き
な
街
だ
よ

　

君
と
一
緒
に
見
つ
め
た
い　

歴
史
と
夢
と
未
来
を

　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
輝
く
ふ
る
さ
と

　

さ
ぁ
こ
こ
へ
お
出
で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

輝
く
ふ
る
さ
と
を
築
こ
う
よ
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